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１　
は
じ
め
に　

︱
こ
れ
ま
で
の
監
視
シ
ス
テ
ム
が　

全
体
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
る

情
報
通
信
企
業
は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
企
業

と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
、
言
論
表
現
の
自
由
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
い
っ
た
人
々
の
権
利
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
み
な
す
以
前
に
、
な
に
よ
り

も
国
家
の
安
全
保
障
の
基
盤
と
み
な
す
観
点
を
も

つ
と
と
も
に
、
企
業
収
益
に
と
っ
て
国
家
の
治
安

や
安
全
保
障
関
連
予
算
が
不
可
欠
な
構
成
部
分
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
経
済
の
根
幹
に
情

報
通
信
関
連
産
業
が
陣
取
り
、
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
に
決
定
的
な
影
響
を
行
使
で
き

る
地
位
を
獲
得
し
た
。
政
府
の
官
僚
機
構
の
デ
ー

タ
処
理
が
こ
う
し
た
外
部
の
情
報
通
信
関
連
産
業

の
技
術
に
依
存
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
構
造

が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
官
民
の
癒
着
構
造
は
、

国
家
が
公
的
資
金
と
公
的
機
関
の
個
人
情
報
を
提

供
し
、
民
間
が
膨
大
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
イ
ン
フ

ラ
や
解
析
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
提
供
す
る
と
い
う
構

コ
ロ
ナ
禍
と
人
権

︱
監
視
社
会
化
を
考
え
る

小
倉
利
丸

造
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の
一
体
化
の
構
造
は
か
つ

て
の
公
共
投
資
に
よ
る
癒
着
の
構
造
よ
り
も
よ
り

深
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
こ
う
し
た
監

視
社
会
化
の
傾
向
を
一
気
に
拡
大
し
か
ね
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
生
存
権
を
保
障
す
る
た
め
の

手
だ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
制
約
す
る

よ
う
な
方
法
し
か
な
い
こ
と
を
当
然
の
こ
と
と
し

て
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
監
視
あ
り
き
で
政
策
が
展
開
さ

れ
て
き
た
印
象
は
否
め
な
い
。

２　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を
名
目
と
し
た

　
網
羅
的
監
視

感
染
拡
大
が
最
も
早
く
深
刻
だ
っ
た
中
国
は
、

い
ち
は
や
く
Ａ
Ｉ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
組
み
合
わ
せ
た
監

視
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
さ
せ
た
。
治
安
監
視
シ
ス
テ

ム
の
転
用
は
中
国
に
か
ぎ
ら
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル

は
３
月
に
治
安
機
関
と
保
健
省
が
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
乗
り
だ
し
、
対
テ
ロ
対
策
を
転
用
す
る
方
策

を
打
ち
出
し
た
。
３
月
初
旬
に
韓
国
は
ス
マ
ホ
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
用
い
た
感
染
者
の
行
動
追
跡
ア
プ

リ
を
利
用
開
始
し
、
４
月
に
な
る
と
ス
マ
ホ
で
は

な
く
リ
ス
ト
バ
ン
ド
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
組
み
込
む
シ
ス

テ
ム
へ
と「
進
化
」し
た
。（〈
朝
日
ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
〉

４
月
11
日
）

日
本
は
、
３
月
下
旬
以
降
急
速
に
Ｉ
Ｔ
監
視
技

術
へ
の
依
存
を
深
め
る
。
３
月
28
日
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」

が
出
さ
れ
、
情
報
収
集
へ
の
言
及
が
多
く
な
る
。

監
視
型
の
政
策
を
正
当
化
し
た
最
大
の
要
因

は
、
４
月
１
日
に
出
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
分
析
・
提
言
」
に
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
利
活
用
」
が
盛
り
込
ま

れ
「
ア
プ
リ
等
を
用
い
た
健
康
管
理
等
を
積
極
的

に
推
進
す
べ
き
」
と
さ
れ
た
点
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
５
月
以
降
の
専
門
家
会
議
の
い
く
つ

か
の
提
言
で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
濃
厚
接

触
者
の
探
知
と
健
康
観
察
（
濃
厚
接
触
者
追
跡
ア
プ

リ
な
ど
）
の
早
期
導
入
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
コ

ン
タ
ク
ト
ト
レ
ー
シ
ン
グ
の
早
期
実
現
」「
接
触

確
認
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
技
術
の
活
用
を
含

め
、
効
率
的
な
感
染
対
策
や
感
染
状
況
等
の
把
握

を
行
う
仕
組
み
を
政
府
と
し
て
早
期
に
導
入
す

る
」
と
い
っ
た
文
言
が
並
ぶ
よ
う
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ

導
入
に
つ
い
て
は
、
医
療
の
専
門
家
会
議
が
実
質

的
な
機
能
を
果
た
し
よ
う
も
な
く
、
官
僚
の
方
針

を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
役
割
を
担
っ
た
に
す
ぎ
な

い
。総

務
省
も
３
月
31
日
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
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ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
資
す
る
統
計

デ
ー
タ
等
の
提
供
に
係
る
要
請
」
を
出
し
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
検
索
サ
イ
ト
の
事
業

者
ら
に
「
ユ
ー
ザ
ー
の
移
動
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
履

歴
を
統
計
的
に
集
計
・
解
析
し
た
デ
ー
タ
」
な
ど

の
提
供
の
協
力
を
要
請
し
た
。

政
府
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

テ
ッ
ク
チ
ー
ム 

Ａ
ｎ
ｔ
ｉ
－
Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
－
19 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
」
を
設

置
し
、４
月
６
日
に
第
１
回
の
会
合
を
開
く
。チ
ー

ム
長
西
村
康
稔
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
担
当
大
臣
、
竹
本
直
一
・
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｔ
）
政
策
担
当
大
臣
、
北
村
誠
吾
・
規
制
改
革
担

当
大
臣
の
３
名
。民
間
企
業
か
ら
は
ヤ
フ
ー
、グ
ー

グ
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
楽
天
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な

ど
が
参
加
し
て
お
り
、
厚
労
省
の
専
門
家
会
議
と

は
全
く
メ
ン
バ
ー
が
異
な
る
。
肝
心
の
保
健
医
療

関
係
者
は
誰
も
参
加
し
て
い
な
い
。
感
染
症
対
策

テ
ッ
ク
チ
ー
ム
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
発
さ
れ

た
ト
レ
ー
ス
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
の
利
用
が
念
頭
に

置
か
れ
た
。

他
方
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
米
国
多
国
籍
企

業
も
監
視
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
急
速
に
整
備
し
は
じ
め
る
。
特
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
が
、
４
月
10
日
に
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
と
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
が
コ
ロ
ナ
濃
厚
接
触
を
ス
マ
ホ
で
通

知
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
を
発
表
し
た
こ

と
だ
。
こ
の
発
表
は
、
欧
米
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
団

体
か
ら
批
判
の
声
が
あ
が
り
、
大
き
な
議
論
に
な

る
。５

月
に
は
い
り
、
厚
労
省
は
こ
の
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

／
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
連
合
の
接
触
ア
プ
リ
を
採
用
す

る
と
表
明
す
る
。
厚
労
省
の
接
触
確
認
ア
プ
リ

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
は
６
月
下
旬
か
ら
使
用
開
始
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
ア
プ
リ
は
そ
も
そ
も
有
志
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
開
発
し
て
き
て
い
た
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
Ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の

だ
。
政
府
や
企
業
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
開
発
の
音

頭
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
こ
ろ
が
こ
の
ア
プ
リ
の
特

徴
だ
。
こ
の
間
の
事
情
を
〈
Ｉ

Ｔ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
〉
は
次
の
よ
う

に
報
じ
て
お
り
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ

／
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
前
に
複
数

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
内
で
展

開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。「そ

も
そ
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－
19
Ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
は
厚
労
省
の

開
発
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
日
本
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
の
社
員
で
あ
る
廣
瀬

さ
ん
が
個
人
開
発
で
始
め
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
コ
ー
ド
・

フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
プ
ロ

「新型コロナウイルス接触確認アプリについて」（厚生労働省新型コ
ロナウイルス感染症対策推進本部・内閣官房新型コロナウイルス感
染症対策テックチーム事務局）

ジ
ェ
ク
ト
も
並
行
し
て
進
む
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
採

用
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
米
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
と

米
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
共
通
通
信
規
格
が
「
１
国
１

ア
プ
リ
」「
保
健
当
局
の
開
発
」
に
限
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
り
、厚
労
省
が
主
導
す
る
こ
と
に
決
定
。

こ
れ
に
伴
い
、
厚
労
省
は
開
発
を
パ
ー
ソ
ル
＆
プ

ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
東
京
都
江
東
区
）
に
委
託
。

同
社
は
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
Ｆ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
Ｒ

（
東
京
都
港
区
）
に
再
委
託
し
た
と
い
う
。
こ
の
過

程
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
《
編
注
：
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
》

で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
Ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
が
Ｃ
Ｏ
Ｃ
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（
す
ず
き
・
ひ
と
し
／
ブ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
題
字
デ
ザ

イ
ン
も
筆
者
）

Ｏ
Ａ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。」（「
開

発
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
破
綻
？　

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
問
題

点
と
批
判
の
在
り
方
で
激
論
」
２
０
２
０
年
６
月
23
日
）

記
事
に
あ
る
厚
労
省
の
委
託
先
の
パ
ー
ソ
ル

は
、
２
０
１
７
年
ま
で
テ
ン
プ
と
い
う
名
前
で
知

ら
れ
た
会
社
の
後
身
だ
。
か
つ
て
厚
労
省
の
再
就

職
支
援
事
業
の
な
か
で
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
違
法
す
れ
す
れ
の
極
秘
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
問
題
を
引
き
起
し
た
会
社
の
系
列
に
あ
た
る

（「
社
員
を
末
期
患
者
扱
い 

人
材
大
手
が
作
成
〝
ク
ビ
切
り

手
引
き
〟
の
仰
天
」（〈
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
〉

２
０
１
６
年
２
月
26
日
）。

接
触
確
認
ア
プ
リ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
厚
労
省
に

よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
宣
伝
文
句
は
以
下

の
よ
う
だ
。

「
接
触
確
認
ア
プ
リ
は
、
本
人
の
同
意
を
前
提

に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
近
接
通
信
機
能
（
ブ
ル
ー

ト
ゥ
ー
ス
）
を
利
用
し
て
、
互
い
に
分
か
ら
な
い

よ
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
と
接
触
し
た
可
能
性

に
つ
い
て
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
個
人
情
報
を

厚
労
省
が
ど
の
程
度
把
握
で
き
る
の
か
、
と
い
う

政
府
に
よ
る
個
人
情
報
把
握
だ
。
右
下
図
に
あ
る

よ
う
に
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
は
、通
知
サ
ー

バ
ー
と
濃
厚
接
触
者
の
関
係
だ
け
で
は
完
結
し
な

い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－
Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
と
連
動

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
方
な
の
だ
。
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－
Ｓ
Ｙ
Ｓ
も
ま
た

開
発
先
は
パ
ー
ソ
ル
で
あ
る
。
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－
Ｓ
Ｙ
Ｓ

は
陽
性
者
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
人
た
ち
の
個

人
情
報
を
取
得
す
る
。「
基
本
情
報
」
だ
け
で
も

以
下
の
も
の
が
取
得
さ
れ
る
。

「
個
人
基
本
情
報
：
受
付
年
月
日
、
姓
名
（
漢

字
）、
姓
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、
年
代
、
性

別
、
国
籍
、
住
所
、
管
轄
保
健
所
、
連
絡
先
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
職
業
、
勤
務
先
／
学

校
情
報
、
緊
急
連
絡
先
、
濃
厚
接
触
者
の
場
合
は

契
機
と
な
っ
た
感
染
者
の
Ｉ
Ｄ
、
福
祉
部
門
と
の

連
携
の
要
否
、
障
害
、
生
活
保
護
、
保
育
者
確
保
、

介
護
者
確
保
、
そ
の
他
（
自
由
記
載
同
居
者
情
報
：

高
齢
者
、基
礎
疾
患
の
あ
る
者
、免
疫
抑
制
状
態
で
あ
る
者
、

妊
娠
中
の
者
、
医
療
従
事
者
）」

こ
れ
以
外
に
検
査
、
診
断
情
報
、
措
置
等
の
情

報
も
あ
り
膨
大
だ
。
し
か
も
こ
う
し
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
「
法
令
に
基
づ
く
第
三
者
へ
の
提
供

で
あ
る
た
め
、
本
人
同
意
は
各
個
人
情
報
保
護
法

令
上
不
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
あ
り
、
い
っ
た

ん
提
供
さ
れ
た
情
報
を
、
政
府
側
が
い
つ
誰
と
共

有
し
て
い
る
の
か
を
個
人
の
側
で
は
把
握
す
る
権

利
を
も
た
ず
、
追
跡
も
で
き
な
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ

も
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－
Ｓ
Ｙ
Ｓ
も
開
発
主
体
は
同
じ
企
業
だ

か
ら
、
連
携
を
想
定
し
た
設
計
に
な
っ
て
い
る
は

ず
だ
。橋
本
厚
労
副
大
臣
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
正

式
版
で
は
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－
Ｓ
Ｙ
Ｓ
と
連
携
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
た
い
。
あ
ま
り
だ
ら
だ
ら
時
間
を
か
け

ず
に
、接
触
確
認
ア
プ
リ
の
正
式
版
を
出
し
た
い
」

と
明
言
し
て
い
る
（「
接
触
確
認
ア
プ
リ
公
開
は
な
ぜ

遅
れ
た
？　

コ
ロ
ナ
の
Ｉ
Ｔ
対
策
を
率
い
る
橋
本
厚
労
副

大
臣
を
直
撃
」、〈
日
経
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
〉
６
月
19
日
）。

支
援
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
「
関
係

者
間
で
必
要
な
情
報
を
共
有
」
さ
れ
、
厚
労
省
、

都
道
府
県
な
ど
い
く
つ
か
の
例
示
が
あ
る
。
こ
う

し
た
ア
プ
リ
と
Ｈ
Ｅ
Ｒ
－
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
連
携
が
行
な

わ
れ
、
省
庁
間
で
の
共
有
が
進
む
と
危
惧
さ
れ
る

の
が
治
安
管
理
へ
の
転
用
だ
。
こ
の
例
示
に
は
な

い
の
だ
が
、
す
で
に
警
察
庁
も
ま
た
感
染
者
情
報

の
提
供
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
し
か
も
本
人
の
同
意
な
し
で
の
提
供
を
求
め

て
い
る
（「
照
会
書
や
本
人
の
同
意
な
し
に
警
察
へ
感
染

者
情
報
を　

警
察
庁
の
依
頼
で
厚
労
省
が
自
治
体
や
保
健

所
に
通
知 『
人
権
侵
害
で
は
？
』
と
の
反
発
も
」（〈
Ｂ
ｕ
ｚ

ｚ
ｆ
ｅ
ｅ
ｄ
〉）。

い
っ
た
ん
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

る
と
、
個
人
情
報
の
共
有
範
囲
は
歯
止
め
な
く
拡

が
る
。
集
団
的
な
密
集
状
態
は
、
集
会
や
デ
モ
な

ど
政
治
的
な
権
利
行
使
の
現
場
で
も
起
き
る
。
こ

れ
ら
の
場
所
で
感
染
が
発
生
し
た
り
、
そ
の
恐
れ

が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
保
健
所
だ

け
で
な
く
公
安
警
察
も
ま
た
、
感
染
を
口
実
に
介

入
す
る
可
能
性
が
あ
る
。



16
市民の意見  NO.180　2020/8/1

特
集
　
コ
ロ
ナ
禍
と
民
衆
の
未
来

３　
感
染
者
追
跡
は
必
須
か

感
染
者
接
触
確
認
ア
プ
リ
の
開
発
が
個
人
ベ
ー

ス
で
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
始
め
ら
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
Ｒ
ａ
ｄ

ａ
ｒ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
開
発
者
の
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
の
理
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
感
染
症
対

策
と
し
て
、
感
染
者
を
特
定
し
、
こ
の
感
染
者
の

濃
厚
接
触
者
を
把
握
し
、
感
染
経
路
を
明
ら
か
に

し
、
保
健
所
が
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
集
約
し
て
、

医
療
機
関
と
感
染
者
の
仲
介
を
す
る
こ
と
が
唯
一

の
解
決
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
２
月
以
来
繰

り
返
し
政
府
か
ら
も
感
染
症
の
専
門
家
か
ら
も
主

張
さ
れ
て
き
た
。
ア
プ
リ
開
発
者
も
ま
た
ほ
ぼ
同

じ
認
識
に
立
っ
て
ア
プ
リ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
構
築

し
た
と
思
う
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
者
の
技
術
力
で
は
な
く
、
社
会
認
識

力
な
の
だ
。
こ
の
ア
プ
リ
は
本
当
に
意
味
の
あ
る

も
の
な
の
か
を
見
極
め
る
力
だ
。
感
染
者
が
い
れ

ば
接
触
者
や
感
染
経
路
を
追
跡
す
る
と
い
う
こ

と
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
を
駆
使
す
る
こ
と
が

唯
一
の
対
策
な
の
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

他
方
で
政
府
は
、
保
健
医
療
の
全
体
の
シ
ス
テ

ム
と
接
触
者
確
認
ア
プ
リ
の
双
方
を
統
一
し
て
把

握
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
政
府
が
個
人
情
報
に
ア

ク
セ
ス
し
て
省
庁
で
相
互
共
有
す
る
こ
と
を
大
前

提
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。

こ
う
し
た
政
府
の
シ

ス
テ
ム
開
発
に
は
ひ
と

つ
の
前
提
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
匿
名
性
を
保
障

し
て
の
網
羅
的
な
感
染

検
査
体
制
を
と
ら
な
い

と
い
う
前
提
で
あ
る
。

も
し
定
期
的
に
網
羅
的

に
検
査
す
る
体
制
が
と

ら
れ
れ
ば
、
検
査
は
匿

名
で
あ
っ
て
よ
く
、
誰

も
が
陽
性
か
陰
性
か
を

確
認
で
き
、
陽
性
者
は

自
ら
医
療
機
関
に
ア
ク

セ
ス
す
れ
ば
よ
い
だ
け

で
あ
る
。
こ
う
し
た
体

制
に
は
膨
大
な
資
金
と

人
的
な
資
源
が
必
要
で

あ
っ
て
、
現
行
の
医
療

体
制
で
は
対
応
で
き
な

い
と
い
う
の
が
繰
り
返

し
主
張
さ
れ
て
き
た
網

羅
的
検
査
へ
の
反
対
論

だ
。
網
羅
的
な
検
査
を

前
提
に
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
医
療
体
制
の
拡

充
を
行
な
う
よ
う
な
予

算
措
置
を
と
ろ
う
と
し

「新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（HER-SYS*）について」（厚生労働省のウエッブより）
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な
い
の
で
あ
っ
て
、予
算
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
体
制
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
濃
厚

接
触
者
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
で
な
か
ろ
う
が
、
み

な
が
検
査
で
き
る
の
で
、
感
染
経
路
特
定
の
た
め

の
余
計
な
個
人
情
報
の
収
集
と
い
っ
た
作
業
も
Ｉ

Ｔ
へ
の
依
存
も
最
小
限
で
済
む
。
感
染
に
関
す
る

個
人
情
報
は
本
人
と
本
人
が
受
診
す
る
医
療
機
関

に
限
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
で
必
要
な
こ
と

は
、
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
私
た
ち
一
人
一

人
が
確
認
で
き
る
検
査
体
制
が
あ
り
、
こ
の
体
制

に
よ
っ
て
私
た
ち
が
受
診
で
き
る
だ
け
の
医
療
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
体
制
は
、
政
府
に
と
っ
て
も
情
報

産
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
は
な
に

も
な
い
。
政
府
は
、
一
貫
し
て
保
健
所
や
公
衆
衛

生
体
制
の
縮
小
政
策
を
と
り
、
東
京
都
も
都
立
病

院
の
民
営
化
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
策
か

ら
す
る
と
予
算
の
拡
大
は
そ
も
そ
も
念
頭
に
な

い
。
情
報
産
業
も
個
人
情
報
を
把
握
で
き
る
機
会

が
極
め
て
限
定
さ
れ
る
よ
う
な
政
策
を
嫌
う
。
他

方
で
私
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
自
分
の
身
体
の

健
康
に
つ
い
て
の
知
る
権
利
が
確
保
さ
れ
つ
つ
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
拡
散
が
阻
止
で
き
、
治
療
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
常
生

活
の
な
か
で
感
染
リ
ス
ク
を
最
小
化
で
き
る
と
い

う
意
味
で
、
最
も
好
ま
し
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
到
来
し
た

監
視
社
会
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
が
描
い

た
よ
う
な
中
央
政
府
の
巨
大
な
監
視
シ
ス
テ
ム
が

人
々
の
日
常
生
活
を
網
羅
的
に
見
張
る
と
い
っ
た

わ
か
り
や
す
い
モ
デ
ル
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
意

味
で
の
監
視
社
会
の
側
面
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

は
事
実
だ
が
、
よ
り
厄
介
で
深
刻
な
の
は
、
一
人

一
人
が
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
の
な
か
か
ら
能
動

的
に
監
視
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
よ
う
な
状
況

が
作
ら
れ
て
き
た
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば

交
通
機
関
で
利
用
さ
れ
る
ス
イ
カ
な
ど
の
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド
は
、支
払
い
の
面
倒
が
な
く
便
利
だ
。

ネ
ッ
ト
の
主
流
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
無
料
で

使
え
る
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
こ
う
し
た
便
利
さ
を
巧
み
に
利
用
し
て
普

及
し
て
き
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
は
、
便
利
さ
や
無

料
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
、
自
分
の
個
人

情
報
や
生
活
上
の
行
動
や
交
際
の
履
歴
な
ど
を
企

業
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
把
握
さ
れ
る
と
い
う
実
感
に
乏
し

く
、
覗
か
れ
る
こ
と
に
伴
う
不
快
感
は
ほ
ぼ
皆
無

に
近
い
。

監
視
社
会
化
を
招
く
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
に
不

安
感
情
の
利
用
が
あ
る
。
テ
ロ
へ
の
脅
威
と
い
う

日
本
で
は
ほ
ぼ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
近
い
言
説
を
警

察
が
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
裁
判

所
の
令
状
が
必
要
な
所
持
品
や
身
体
検
査
、
監
視

カ
メ
ラ
や
金
属
探
知
機
な
ど
の
監
視
装
置
の
蔓
延

が
容
認
さ
れ
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
深
刻
な
蔓

延
の
な
か
で
無
料
ア
プ
リ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
の
よ
う
な

接
触
確
認
ア
プ
リ
は
日
常
生
活
の
利
便
性
と
不
安

感
情
を
利
用
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
の
典
型
例
に

な
っ
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

自
由
は
民
主
主
義
の
前
提
を
な
す
。
私
た
ち
は
自

分
た
ち
の
日
常
的
な
技
術
と
知
識
に
よ
っ
て
自
律

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
て
い
な
い
。

生
存
権
や
基
本
的
人
権
の
保
障
こ
そ
が
政
府
が

な
す
べ
き
最
優
先
の
課
題
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い

う
建
前
か
ら
す
れ
ば
、
網
羅
的
な
検
査
と
、
こ
れ

に
対
応
す
る
医
療
体
制
を
と
る
こ
と
は
必
須
で
あ

る
。
資
本
主
義
の
政
府
や
経
済
は
こ
う
し
た
体
制

が
と
れ
な
い
限
界
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
制
度
を
根
底
か
ら
再
構

築
す
る
こ
と
が
必
須
だ
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

私
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
既
存
の
制
度

を
与
件
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
基
本
的
人
権
の

保
障
を
最
優
先
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
統
治
機
構

と
経
済
な
の
で
あ
る
。
こ
の
本
質
的
な
問
題
を
コ

ロ
ナ
と
い
う
今
こ
こ
に
あ
る
危
機
の
な
か
で
、
将

来
の
社
会
の
あ
り
か
た
と
し
て
き
ち
ん
と
見
据
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
が
反
体
制
運
動
に
課
せ
ら
れ
た

課
題
だ
と
思
う
。

（
お
ぐ
ら
・
と
し
ま
る
／
Ｊ
Ｃ
Ａ
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
理
事
）


	



